
ＺＯＯＭ接続の注意事項

＜ミュートにして下さい＞
　　受講中は、質問時以外は、ミュートにして下さい。

＜所属・氏名に変更＞
　　自分の名前を所属・氏名に変更して下さい
　　(例)
　　　〇〇土木・岩村
　　　高知市・岩村
　　　

＜チャットの利用＞
　　質問や不具合があれば、チャットにメッセージをお願いします。
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令和３年度ICT活用工事発注者研修会

令和３年9月
高知県技術管理課



研修の流れ

高知県におけるＩＣＴ活用工事の現状
ＩＣＴ活用工事の積算について
ＩＣＴ活用工事のＱ＆Ａ
３次元設計データの活用方法

＜休憩　１０分＞

ＩＣＴ活用工事計画書の記載例と協議のポイント
施工計画書の記載とポイント
精度確認試験結果報告書とポイント
３次元設計データチェックシートとポイント
３次元設計データを活用した段階確認の例
ＩＣＴ施工・ＩＣＴ出来形管理について
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高知県におけるＩＣＴ活用工事の現状
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建設現場の生産性に関する現状と課題（国土交通省）

出典：i-Consuruction講座（R2.11.24～25）国土交通省講演資料 5



i-Construction～建設現場の生産性向上～　（国土交通省）
○平成28年9月12日の未来投資会議において、安倍総理から第4次産業革命による『建設現場の生産性革命』に向け、建設現場の

生産性を2025年度までに2割向上を目指す方針が示された。

○この目標に向け、３年以内に、橋やトンネル、ダムなどの公共工事の現場で、測量にドローン等を投入し、施工、検査に至る建設プ
ロセス全体を３次元データでつなぐなど、新たな建設手法を導入。

○これらの取組によって従来の３Ｋのイメージを払拭して、多様な人材を呼び込むことで人手不足も解消し、
　 全国の建設現場を新３Ｋ（給与が良い、休暇がとれる、希望がもてる）の魅力ある現場に劇的に改善。

【生産性向上イメージ】

平成28年9月12日未来投資会議の様子

ICTの土工への活用イメージ（ICT土工）

出典：i-Consuruction講座（H30.7.24）国土交通省講演資料 6



ＩＣＴ活用工事とは

高知県ICT活用工事　試行要領にて規定

①３次元起工測量

②３次元設計データの作成

③ICT建設機械による施工

④３次元出来形管理等の施工管理

⑤３次元データの納品

「ICT活用工事」は
①～⑤を全て実施する
ただし、内製化チャレン
ジ型は③と④は選択可能
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①３次元起工測量

①３次元起工測量

②３次元設計データの作成

③ICT建設機械による施工

④３次元出来形管理等の施工管理

⑤３次元データの納品

ICT活用工事の流れ
従来

ICT
UAV

地上レーザースキャナー

無人航空機（UAV）の測量
・空撮の写真測量
・地表面は測量（撮影）できない

・第三者に対する安全を確保する必要があ
る（道路、民家、鉄道、空港、DID等）

地上レーザースキャナ（TLS）の測量
・伐採を行わなくても、測量可能
・第三者への影響を気にする必要がない
・UAVと比べ高価

横断測量平面測量 縦断測量
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３次元設計データをICT建機へ搭載

②３次元設計データの作成

①３次元起工測量

②３次元設計データの作成

③ICT建設機械による施工

④３次元出来形管理等の施工管理

⑤３次元データの納品

ICT活用工事の流れ

ICT活用工事だけでなく普段の施

工でも活用でき、効率化が期待で
きる　　　（例）丁張り設置

３次元図面

従来

ICT

２次元図面から
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③ICT建設機械による施工

①３次元起工測量

②３次元設計データの作成

③ICT建設機械による施工

④３次元出来形管理等の施工管理

⑤３次元データの納品

ICT活用工事の流れ

マシンガイダンス
［参考］転圧システム搭載振動ローラ

丁張が不要

所定の転圧回数に達する
と施工箇所が赤くなる

作業効率UP
品質UP

・丁張不要で効率UP
・機械周辺での検測、作業指示の人員が不要な
　ため安全性向上
・経験の浅い作業員でも品質を確保できる

ICT建機（バックホウ、モーターグレーダ、ブルドーザ）
　・マシンコントロール（MC)･･･作業装置を自動制御
　・マシンガイダンス（MG)･･･オペに操作ガイドを表示

設計ラインとバケットのツメ
位置をモニタで確認

従来

ICT

ICT建設機械の利用効果

ICT建機

丁張

作業指示
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④３次元出来形管理等の施工管理

断面積 平均断面積 土量 断面積 平均断面積 土量

NO.0+5(起工測量後) 0.000 1.0

NO.0+10(起工測量後) 5.000 0.00 0.0 2.0 1.50 7.5

NO.0+15(起工測量後) 5.000 0.00 0.0 2.2 2.10 10.5

NO.0+18.609(起工測量後) 3.609 0.00 0.0 2.6 2.40 8.7

NO.1(起工測量後) 1.391 0.00 0.0 2.7 2.65 3.7

NO.1+5(起工測量後) 5.000 0.00 0.0 3.0 2.85 14.3

NO.1+10(起工測量後) 5.000 0.00 0.0 2.8 2.90 14.5

NO.1+15(起工測量後) 5.000 0.00 0.0 3.7 3.25 16.3

合　計 30.000 0.0 75.5

切土 盛土
測点名 距離

①３次元起工測量

②３次元設計データの作成

③ICT建設機械による施工

④３次元出来形管理等の施工管理

⑤３次元データの納品

ICT活用工事の流れ

一般社団法人　日本建設機械施工協会　施工技術総合研究所資料より

数量 出来形

従来

ICT

検査イメージ

GNSSによる検測
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⑤３次元データの納品

①３次元起工測量

②３次元設計データの作成

③ICT建設機械による施工

④３次元出来形管理等の施工管理

⑤３次元データの納品

ICT活用工事の流れ
従来

ICT
電子納品運用に関するガイドライン4.1版（H23.6)

電子納品運用に関するガイドライン５.１版（Ｒ２.３)

 ICONフォルダに格納するデータ類につい
ては、「i-Constructionに関する電子納品 
参考資料」（国土交通省 平成29年1月）を
参照
http://www.cals-ed.go.jp/cri_otherdoc/
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ＩＣＴ活用工事の対象工種（高知県）

対象拡大

　５.　 ＩＣＴ活用工事について

13



内製化チャレンジ型について
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高知県のＩＣＴ活用工事の実施状況推移

・令和２年度に運用が開始したＩＣＴ土工(内製化ﾁｬﾚﾝｼﾞ型)の実績が大きい

※令和２年は、令和２年に契 約した工事

　５.　 ＩＣＴ活用工事について
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ＩＣＴ活用工事の積算について
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ICT活用工事（土工）積算要領

積算事例等をイントラにアップ済

【発注者指定型】
• ＩＣＴ土　 工　            実施設計書・変更設計書

【施工者希望型】　
• ＩＣＴ土　 工　            変更設計書
• ＩＣＴ舗装工　　　　　　 変更設計書
• ＩＣＴ舗装工(修繕工)　変更設計書
• ＩＣＴ地盤改良工　   　変更設計書
• ＩＣＴ法面工　　　　　 　変更設計書

令和２年度
基準書適用
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ICT活用工事（土工）積算要領

2,000万円
以上に拡大
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ICT活用工事（土工）積算要領

◆施工者希望型の積算
　　
　　実施は従来どおり作成し、実際にICTを活用した場合、変更積算により対応

　　積算のポイント
　　　　１．ICT建機の稼働率(計上割合)を基にした「施工数量」
　　　　２．施工パッケージによる積算
　　　　３．ICT建設機械の保守点検に要する費用
　　　　４．システム初期費
　　　　５．３次元起工測量・３次元設計データの作成費用
　　　　６．実施状況により、共通仮設・現場管理費率を補正

◆発注者指定型の積算　
　　発注者指定型は計上割合により施工数量を算出
　　実施より１～４の費用を設計計上し、５・６は変更積算により対応
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ICT活用工事（土工）積算要領

　①ICT土工にかかる「ICT建設機械稼働率」の算出
　　　ICT建設機械による施工日数（使用台数）をICT施工に要した全施工日数（ICT建
　　　設機械と通常建設機械の延べ使用台数）で除した値
　②変更施工数量の算出
　　　（ICT土工の）全施工数量に「ICT建設機械稼働率」を乗じた値をICT施工の

　　　施工数量とし、全体施工数量からICT施工を引いた値を通常施工の数量とする。

　　【例】　全体施工数量１０，０００m3

　　　
　　　　①　６台（ICT建機）÷９台（延べ使用台数）＝０．６６６　⇒　０．６６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小数点第３位を切り捨て
　　　　②　１０，０００m3×０．６６＝　６，６００m3（ICT建機）
　　　　　　１０，０００m3－６，６００m3＝　３，４００m3（通常建機）

2/1（木） 2/2（金） 2/3（土） 2/4（日） 2/5（月） 2/6（火） 2/7（水） 台数
延べ

使用台数

ICT建機 1 1 休工 休工 1 1 2 6
9

通常建機 1 1 休工 休工 1 0 0 3

細別 単位 数量

掘削（ICT) m3 ０
6,600

掘削（通常） m3 10,000
3,400

（受注者が提出する稼働実績の資料イメージ）

（設計書の計上イメージ）
受注者に提出しても
らう必要があります!

直接工事費
（数量）１．ICT建機の稼働率を基にした「施工数量」
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ICT活用工事（土工）積算要領

　①ICT土工にかかる施工日数の算出
　　　施工数量(m3)を作業日当り標準作業量(m3/日)で除した値を施工日数とする。
　　　なお、施工日数は、小数点第１位を切り上げた整数とする。　　　
　②計上割合の設定(50,000m3未満の場合)

　　　①で求めた施工日数から表－１により、計上割合を設定する。　　　
  ③施工数量の算出
　　　　全施工数量に計上割合を乗じた値をICT施工の施工数量とし、全施工数量から

　　　ICT 施工を引いた値を通常施工の施工数量とする。
　　　　なお、計上割合を乗じた値は四捨五入した数値とし、計上数量は「土木工事
　　　標準積算基準書」の数値基準によるものとする。

直接工事費
（数量）１．ICT建機の計上割合を基にした「施工数量」

【例】　全体施工数量１０，０００m3

①ICT 土工にかかる施工日数の算出
　・10,000m3 ÷ 330m3/日 ÷ 2 
　　＝ 15.1 ⇒ １６日
②掘削（ICT）と掘削（通常）の計上割合の設定
　・「施工日数20 日未満」となるため、
　　100%を設定する。
③施工数量の算出
　　・10,000m3 × 100% ＝ 10,000m3
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ICT活用工事（土工）積算要領

高知県土木工事標準積算基準書

土木積算システム
システム対応済み

直接工事費
（施工P）２．施工パッケージによる積算
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積算例

ICT活用工事（土工）積算要領

共通仮設費
（技術管理費）

３．ICT建設機械の保守点検に要する費用

土木積算システム

システム対応済み
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ICT活用工事（土工）積算要領

ICT施工用機器の取扱い説明に要する費用、システム初期費用等、
貸出しに要する全ての費用

共通仮設費
（技術管理費）

４．システム初期費

積算例
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ICT活用工事（土工）積算要領

必要額を適正に積み上げ（見積対応）
共通仮設費

（技術管理費）

５．３次元起工測量・３次元設計データの作成費用

積算例
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ICT活用工事（土工）積算要領

３次元起工測量・３次元設計データの作成費用の設計計上
令和３ 年１ 月29 日付け２ 高技管第3 0 6 号
　「３次元起工測量・３次元設計データの作成費用の設計計上について」

令和２年度
に通知
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ICT活用工事（土工）積算要領

共通仮設費
（技術管理費）

５．３次元起工測量・３次元設計データの作成費用

見積例

諸経費を含んだ金額
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ICT活用工事（土工）積算要領

３次元起工測量・３次元設計データ作成費用（見積）の
留意点

• 電子納品作成費が見積に計上されている場合がありますが、
間接工事費に含まれるため対象外です。

• ３次元設計データ作成の見積に「図面照査」が計上されてい
る場合がありますが、２次元設計図面の照査は対象外です。

• 各種ソフトの購入費用が見積に計上されている場合がありま
すが、対象外です。

• 見積は技術管理課でもチェックするので送付して下さい。
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ICT活用工事（土工）積算要領

技術管理課が見積書を確認するときに必要な資料

□ICT活用工事計画書
□見積書（※内製化チャレンジ型の場合は、受注者の見積）
□平面図・標準断面図（ＰＤＦ）
　※測量範囲・面積を明記する
□実施設計書(金入)
□執行管理システムより出力した工事台帳

（提出先）
　技術管理課　設計基準担当　岩村・髙村宛に回覧板で提出

　５.　 ＩＣＴ活用工事について
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ICT活用工事（土工）積算要領

積算に用いる基準類

土木工事標準積算基準書　〈高知県〉
ICT活用工事（土工）積算要領　〈国土交通省〉
ICT活用工事（舗装工）積算要領　〈国土交通省〉
ICT活用工事積算要領（浚渫工編）　〈国土交通省〉　等

ICT活用工事試行要領　第５条（積算）

　「土木工事標準積算基準書（高知県土木部）」及び「ＩＣＴ活用工事積算要領（国土交
通省）」等を用いるものとする。

　なお、「④３次元出来形管理等の施工管理」、「⑤３次元データの納品」に要する費
用は、間接工事費に含まれることから別途計上しない。

　ただし、３次元座標値を面的に取得する機器を用いた出来形管理及び３次元
データ納品を行う場合は、共通仮設費及び現場管理費を補正する。
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ICT活用工事（土工）積算要領

　以下の１）～５）又は完成検査直前の工事竣工段階の地形について面管理に
準じた出来形計測を実施した場合に補正する。

　１）空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理
　２）地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理
　３）無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理

　４）地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理
　５）上記１）～４）に類似する、その他の３次元計測技術を用いた出来形管理

　【積算方法】
　　実施状況を確認の上、設計変更時に共通仮設費率、現場管理費率に以下
の補正係数を乗じるものとする。

　　・共通仮設費率　補正係数： 1.2

　　・現場管理費率　補正係数： 1.1　　※小数点第３位四捨五入２位止め
　　

共通仮設費
現場管理費

３次元座標値を面的に取得する機器を用いた出来
形管理等を行う場合における経費

令和２年度
に追加
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ICT活用工事（土工）積算要領

共通仮設費
現場管理費

３次元座標値を面的に取得する機器を用いた出来
形管理の間接工事費の補正計算

R3.4より積算システムに機能追加
令和3 年3 月23 日付け２ 高技管第3 5 8 号「土木積算システムの追加機能について」

令和３年度
よりｼｽﾃﾑ対応
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ＩＣＴ活用工事のQ&A
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ＩＣＴ活用工事のQ&A

・試行要領
・実施状況
・研修スケジュール
・Q&A
　等を順次掲載中

技術管理課のICT活用工事のページにアップ中

工種に応じて、随時作成

現在の作成状況
　・ＩＣＴ土工
　・ＩＣＴ舗装工
　・ＩＣＴ法面工
　・ＩＣＴブロック据付工

土木事務所より相談のあった
事例を基に作成中 34



ＩＣＴ活用工事のQ&Aについて

Q＆Aを作成に至った現場から寄せられる意見

受注者から相談されている意味が良く分からない

試行要領等には詳細なことが書かれてなく、良く分からない

各種要領をみると現場に合わないが、やる必要があるか？

要領に合致しないため、ICT活用工事を諦める

＜発注者＞

＜受注者＞

間接工事費の補正となるか？

受発注者の悩ましいところをQ＆Aに整理し、HPに公開中
現場でしか分からない声を技術管理課までお寄せください。
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ＩＣＴ土工のQ&A①

Ｑ１

　３次元計測技術を用いた出来形管理要領
（案）【令和３年３月国土交通省】の第６章数
量算出において「３次元計測技術による出来
形計測結果を用いて出来形数量の算出を行
うことができる」とありますが、ＩＣＴ活用工事
の変更数量を３次元設計データで求めた結
果を使用してもいいでしょうか。その場合、平
均断面法による土量計算は省略できるでしょ
うか。

３次元設計データを活用した変更数量の算出について

Ａ１

　３次元設計データを用いて算出した土工量
を使用して構いません。

　また、３次元設計データを使用する場合は、
平均断面法による土量計算は省略できます。
設計計上時の数量は数値基準による。

　なお、３次元起工測量の精度確認及び３次
元設計データ作成のデータチェックについて
は、受発注者間で確認をお願いします。

精度・手間
　平均断面法＜３次元

　３次元で設計数量を求
めていれば、平均断面
法による数量算出は省
略可能 36



ＩＣＴ土工のQ&A②

Ａ１
　トータルステーション(TS)等で測量する場合も計測密度は原則として「1 点以上/0.25㎡
（0.5m×0.5m ﾒｯｼｭ）」ですが、現地確認の結果、上記の計測密度が不要と判断できる場合は受

発注間の協議により任意に計測密度を変更することができます。この場合も３次元起工測量とし
て認めます。

　ただし、計測密度が基準未満の場合は見積計上の対象外となります。（部分的に計測密度が基
準未満となる場合は除く）　

河川工事等で水面以深の地盤線の３次元起工測量について

水面以深ではレーザースキャナー・ＵＡＶによる測量が出来ない。
ＴＳ等により測量方法しかないが、５０ｃｍメッシュで測量をすることは現実的ではない。
従来の測量方法より、生産性の向上が図れない。

Ｑ１
　３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）【令和３年３月国土交通省】の第2 編土工編第4 
章３次元計測技術別の計測手順と実施事項では、ＴＳ（ノンプリズム方式）による計測密度は「1 
点以上/0.25 ㎡（0.5m×0.5m ﾒｯｼｭ）」になっています。
　レーザースキャナ(TLS)やドローン(UAV)では水面以深の３次元起工測量が出来ませんが、トー
タルステーション(TS)等で起工測量する場合は「1 点以上/0.25 ㎡（0.5m×0.5mﾒｯｼｭ）」の計測密
度で測量をしなければ、３次元起工測量として認められないでしょうか。
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ＩＣＴ土工のQ&A②

Ａ２

　３次元起工測量において、監督職員と協議して決定した任意の計測密度を採用した場合でも３
次元設計データ作成費は設計計上の対象となります。
　ただし、３次元設計データの作成費用を見積計上できる条件としては、該当工事がICT活用工
事である場合に限ります。

河川工事等で水面以深の地盤線の３次元起工測量について

Ｑ１～Ｑ３のまとめ

　ＴＳ測量の任意の計測密度の場合は、設計データ作成のみ設計計上の対象

Ｑ２

　任意の計測密度で３次元起工測量し、３次元設計データを作成した場合は、設計データ作成費
は見積計上の対象となるでしょうか　

Ａ３
　トータルステーション(TS)等による出来形検測をした場合は補正の対象外です。

Ｑ３
　任意の密度で出来形検測をした場合に、共通仮設費・現場管理費の補正対象となるでしょ
うか。
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ＩＣＴ土工のQ&A③

盛土工事における品質管理について（掲載予定）

Ｑ１

　ＩＣＴ活用工事（ＩＣＴ土工）試行要領の第２条　ＩＣＴ活用工事には以下の記載（要領の記載部分
を省略）があります。盛土工で「ＴＳ・ＧＮＳＳによる締固め回数管理」以外の方法を採用した場合
でも、ＩＣＴ活用工事として認められるでしょうか。

ＩＣＴ活用工事計画書　抜粋

ＩＣＴ活用試行要領　抜粋

＜品質管理＞
１１）ＴＳ・ＧＮＳＳによる締固め回数管理

ただし、土質が頻繁に変わりその都度試験施工を行うことが非効率である等、施工規
定による管理そのものがなじまない場合は、適用しなくてもよい。

　重機の走行履歴を計測し、転圧回数による管理

39



ＩＣＴ土工のQ&A③

Ａ１
　ＴＳ・ＧＮＳＳによる締固め回数管理は原則、必須としています。
　ただし、監督職員と協議により「ＴＳ・ＧＮＳＳによる締固め回数管理」が非効率であり、
砂置換法やＲＩ法等の現場密度による品質管理方法を施工計画書に記載したうえでＩＣＴ
活用工事として認められます。　

盛土工事における品質管理について（掲載予定）

Ａ２

　ＴＳ・ＧＮＳＳによる締固め回数管理」以外の盛土の品質管理であっても、面管理に準じた出来
形管理を実施すれば、共通仮設費・現場管理費の補正対象となります。

Ｑ２

　「ＴＳ・ＧＮＳＳによる締固め回数管理」以外の砂置換法等の品質管理であっても、面管理に準じ
た出来形管理を実施すれば、共通仮設費・現場管理費の補正対象となりますか。

　非効率の判断基準はない
　ＴＳ・ＧＮＳＳを採用しない理由を受注者に確認し、施工計画の打合せ簿に記載して下さい。
　判断に迷う場合は、技術管理課にお問い合わせ下さい。
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ＩＣＴ舗装工のQ&A①

Ｑ１

　ＩＣＴ活用工事（ＩＣＴ舗装工）試行要領の第２条の対象工事において、アスファルト舗装工が
2,000m2 以上が対象になっています。同一工事において路上路盤再生工を施工した後の舗装工
はＩＣＴ舗装工の対象となるでしょうか。　

ＩＣＴ舗装工の路上路盤再生後の舗装工の適用について

Ａ１
　路上路盤再生工を施工した後の舗装工は、ＩＣＴ舗装工の対象外です。
　ＩＣＴ舗装工は、５つのプロセス全てを実施する必要があります。

　３次元出来形管理の出来型測量時には現道の通行規制が不可欠であり、従来型の施工に比
べて規制時間が増加することが考えられます。

　このような施工条件では生産性の向上が見込めないため、ＩＣＴ舗装工の対象外です。なお、打
換え工についても、同様の理由で対象外です。I

ＩＣＴ活用試行要領　抜粋

ＩＣＴ舗装工は新設
の舗装工事が対象
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ＩＣＴ法面工のQ&A①

Ｑ１
　ICT 活用工事（ＩＣＴ法面工）試行要領（高知県版）の第２条ＩＣＴ活用工事の④３次元出来形管理

の施工管理（２））出来形管理基準および規格値において「出来形管理基準および規格値につい
ては、現行の基準および規格値を用いる。」とあるので、ＩＣＴ法面工では、ヒートマップの作成は
必要ないと思われます。

　現行の基準および規格値により出来形管理図表・完成図の作成を行った場合に共通仮設・現
場管理費の補正対象となるでしょうか。

ＩＣＴ法面工（現場吹付法枠工）の間接工事費の補正について

Ａ１
　ICT 活用工事（ＩＣＴ法面工）試行要領（高知県版）の第５条積算の１）～4)に規定する３次元座標

値を面的に取得する機器を用いた出来形管理を行った場合は、共通仮設・現場管理費の補正対
象となります。　ただし、ＴＳ等を用いた出来形管理を行った場合は、補正対象外です。
　また、ＩＣＴ法面工のうち現場吹付法枠工は、３次元設計データの作成は必須ではあり
ません。

ＩＣＴ活用試行要領　抜粋

ＩＣＴ法面
工はヒー
トマップ
不要
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ＩＣＴブロック据付工のQ&A①

Ｑ１

　ＩＣＴ活用工事（ＩＣＴブロック据付工）試行要領の第３条のＩＣＴ活用工事において、①ＩＣＴを活用
した施工では、「設計図書及び起工測量データを用いて、施工箇所を可視化し施工する。」とあり
ます。

　水中部の施工であれば、マルチビーム等の施工管理システムを使用し、可視化する施工が必
要ですが、陸上部では直接据付が可能なのでマルチビーム等の施工管理システムを使用しませ
ん。このような陸上施工のみの場合は”施工箇所を可視化し施工する”というＩＣＴ施工に該当す
るでしょうか。

ＩＣＴブロック据付工の陸上部でのブロック据付工について

Ａ１

　陸上部のみのブロック据付工事の場合、水中施工を伴
わないことから、水中部を可視化する必要がないため、
試行要領第3 条の「①ICT を活用した施工」に該当しませ
ん。
　試行要領第3 条では「①～③全ての施工プロセスにお
いてICT を活用する工事」と規定されているため、当該工
事はICT 活用工事（ブロック据付工）の対象になりません。

　ただし、水中部と陸上部を一括して施工する工事で、
マルチビーム等の施工管理システムを使用する場合は
ICT 活用工事（ブロック据付工）の対象となります。

※マルチビームとは

複数の音響ビームを同時送波する
ことで、一度に広範囲の地形を計測
できる音響測深技術です。
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３次元設計データの活用方法
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３次元設計データの活用方法

　BIM/CIMは、計画、調査、設計段階から3次元モデルを導入することに

より、その後の施工、維持管理の各段階においても3次元モデルを連

携・発展させて事業全体にわたる関係者間の情報共有を容易にし、一連の
建設生産・管理システムの効率化・高度化を図ることを目的としています。

　最新のICTを活用して、建設生産システムの計画、調査、設計、施工、管理

の各段階において情報を共有することにより、効率的で質の高い建設生産・
管理システムを構築します。

　それにより、ミスや手戻りの大幅な減少、単純作業の軽減、工程短縮
等の施工現場の安全性向上、事業効率及び経済効果に加え、副次的
なものとしてよりよいインフラの整備・維持管理による国民生活の向上、建設
業界に従事する人のモチベーションアップ、充実感等の心の豊かさの向上が
期待されています。

BIM/CIMとは？？

国土交通省BIM/CIM　ポータルサイト　抜粋 45



３次元設計データの活用方法

BIM/CIMの導入事例①

＜効果＞

　従来の２次元図面を
用いた平均断面法によ
る数量算出に比べ、
BIM/CIM モデルを利用

した自動算出の方が労
力、時間を短縮でき、業
務効率化を図ることが
できる。

国土交通省BIM/CIM　ポータルサイト
BIM/CIM事例集Ver2　抜粋 46



３次元設計データの活用方法

BIM/CIMの導入事例②

＜効果＞

　 現場の配置イメージ

を即座に共有すること
ができた。

　機械の配置、敷鉄板
の枚数などを簡単に変
更することができ、また、
複数案を容易に比較・
検討することができた。

　架空線、地下埋設物
等の位置を可視化する
ことで、容易に施工時
の干渉確認を行う
ことができた。

47

国土交通省BIM/CIM
ポータルサイト

BIM/CIM事例集Ver2　抜粋



３次元設計データの活用方法

令和5年度のBIM/CIM原則適用に向けた進め方

第５回BIM/CIM推進委員会　資料　抜粋

国は令和５年より原則適用
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３次元設計データの活用方法

県内での実施事例①(国道493号（北川道路）道路改築工事)

令和３年度　高知県優良建設工事施工者表彰　応募資料(礒部組)　抜粋 49



３次元設計について

県内での実施事例②(３Dモデリング活用例)

＜事例１＞
路線名：県道甲殿弘岡上線
目　 的：地元住民への説明資料
効　 果：不安や心配な点を、視覚的にわかりやすく説明したことにより、
　　　　　工事への理解促進に繋がった。

＜事例２＞
路線名：都市計画道路はりまや町一宮線
目　 的：関係者への説明資料
効　 果：可視化による施工イメージを共有
　　　　　施工における仮設計画等の問題点の早期発見　

３Dモデルリングをしながら複雑な構造が理解できた。

データ作成に工事全体は一週間程度かかるが、

必要箇所のみならより短時間でできるのは？
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３次元設計データの活用方法

３Dモデリング活用例の紹介動画　約４分
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１０分　休憩
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ＩＣＴ活用工事の対象の判断
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ＩＣＴ活用工事の対象の判断

土量1,000m3以上
ICT土工の対象
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ＩＣＴ活用工事の対象の判断

【ICT土工】
設計金額が20,000千円以上
の土工を含む工事も対象
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ＩＣＴ活用工事の対象の判断

ICT活用工事（ICT土工）の対象になる
旨を記載

※記載が抜かっていた場合もICT
活用工事とすることができる。

抜粋

56



ＩＣＴ活用工事の対象の判断

ＩＣＴ土工の場合のチェック項目

57

□施工内容の確認　（ 本体土工　or　作業土工 ）
□対象規模の確認　（ 1,000m3以上　or　２千万円以上）
□特記仕様書の記載　(有　or　無(※変更で追加)　)
□発注方法　　　　　　( 発注者指定型　or　施工者希望型 )

令和３年１月29 日付け２ 高技管第3 0 4 号「ＩＣＴ活用工事の発注について（通知）」の抜粋

　対象規模等が
要領に満たない
場合でも、ＩＣＴ活
用工事が有効と
判断できる場合
は、技術管理課
との協議により対
象とすることが可
能。



ＩＣＴ活用工事の対象範囲
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ＩＣＴ活用工事の対象範囲

平面図 工事概要

ＵＡＶ測量範囲
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ＩＣＴ活用工事の対象範囲

路体盛土・法面整形
重力式擁壁

高耐圧ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

小段排水

【作業土工の場合】

　本体土工（掘削・盛土）
が無い場合でも、

作業土工（床掘・埋戻）
でもＩＣＴ対象となる。

　作業土工において、
経費の計上が適用と
なる出来形管理は、
目的構造物の

３次元測量データも
納品した場合とする。

ＩＣＴ活用工事（ＩＣＴ土
工）試行要領

第５条　積算の抜粋

↓ 設計データ作成・施工管理の対象 ↓
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ＩＣＴ活用工事計画書の記載例と協議のポイント
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ICT活用工事計画書等のチェックポイント
　５.　 ＩＣＴ活用工事について

【工種・数量】
　ＩＣＴ活用工事の対象を記入すること。
　※工事概要＝工種・数量ではない。

　ここに記載した工種・数量について、３次元起工測量・設計
データ作成・施工の設計計上をする。
【作業土工が対象の場合】
　作業土工(床掘・埋戻)の場合は、本体構造物の工事概要
を記入すること。

①出来形管理
　３次元設計データを元にＴＳ(杭ナビ等)で管理す
る場合は、３その他（ＴＳ管理）と記入すること。
②品質管理

　盛土工を施工する場合は、品質の管理を確認
すること。

【ＩＣＴ施工】

　土工数量が少ない場合は、従来方法より施
工日数・施工実行予算が多くなる場合がある
ので、受注者に「内製化チャレンジ型」を勧め
て下さい。
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ICT活用工事計画書の記載例
　５.　 ＩＣＴ活用工事について

盛土工を施工するため、品質管理を確認

ICTの対象工種を
記載

機械施工を行う
の工種にチェック

面管理に準じた出来形計測
場合、間接工事費の補正をす
る。
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ICT活用工事計画書の記載例
　５.　 ＩＣＴ活用工事について

ICT活用工事計画書に記載

した工種の見積り

見積例
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平面図について

・対象工種等は赤着色すること
・測量範囲を囲み、明示すること

　※測量範囲は施工範囲ではなく、施工の照査に必要な
範囲を対象とする　
・測量面積を記入すること

　※委託業務の標準歩掛を使用し、測量・設計データ作
成費の積算し、技術管理課が見積金額の妥当性を確認
しています。

山
夏
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標準断面図について
　５.　 ＩＣＴ活用工事について

・対象工種等は赤着色すること

山
夏

・側溝設置にあたり作業土工が発
生する。３次元データ作成の対象
にするか、受発注者間で協議
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【参考】3次元起工測量・設計データ作成
　５.　 ＩＣＴ活用工事について

TLSでもUAVでも、1,000
～2,000千円の範囲が

多い
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ICT技術導入≠生産性向上（単にICT技術を導入しても生産性向上できるとは限らない）

ICT活用工事実施≠目的（ICT活用工事を実施する自体が目的となっていないか？）

ICT技術を使えばどのような現場でも効果が得られるわけではない。

現場環境や施工条件によっては、ICT技術の活用がかえって非効率となる場合もある。

68

　ＩＣＴ活用工事のポイント＜目的を明確にする＞

ICT活用の目的設定

品質の向上

コスト削減 省人化 安全性向上

働き方改革
中長期的な成長

企業イメージ戦略
知識の蓄積

工期短縮

どのような目的でICT活用工事を実施するのか
目的に沿った手段にはどのようなものがあるのか

活用事例・要領類・ICT技術の特徴・経営資源などを考慮し

目的に応じた最適なICT活用計画を促す

例



施工計画書の記載のポイント
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施工計画書（ICT活用工事）のチェックポイント

「高知県建設工事技術者研修会テキスト」
　に記載例をイントラにアップ

令和３年度
テキストに掲載中

【記載例】　
• 主要機械・船舶
• 施工方法（仮設備計画を含む）
• 施工管理計画
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施工計画書（ICT活用工事）のチェックポイント

【例】打ち合わせ記録
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施工計画書（ICT活用工事）のチェックポイント

測量機器の記載は不要

　ICT活用工事の施工計画書を作成時には、高知県建設工事技術者研修会テキスト
を参考とし、別紙の通りICT施工にかかる主要機械等を必要に応じて記載すること。
　なお、本資料は１例であるため、個々の現場条件に応じた施工計画書の作成が必要
となる。
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施工計画書（ICT活用工事）のチェックポイント

フローチャートに３
次元起工測量
、ICT施工、納品に

ついて記載

対象工種はICT活用工事計画書

で明記する

73



施工計画書（ICT活用工事）のチェックポイント

UAVもしくはTLSのフロー

空中撮影の撮影計画を記載
（重複度など）

74



施工計画書（ICT活用工事）のチェックポイント

「精度確認試験結
果報告書」の提出

測定精度を記載

３次元データチェックシートで
データが正確であるかの確認

75



施工計画書（ICT活用工事）のチェックポイント

マシンコントロールor
マシンガイダンス

バケット位置の取得精度

バケット位置の取得精度
記録シートの作成

作成例
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施工計画書（ICT活用工事）のチェックポイント

日常点検のチェックシート

施工方法を記載

作成例
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精度確認試験結果報告書とポイント
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精度確認試験結果報告書とポイント

　施工計画書に記載された精度確認方法を基に、「精
度確認試験結果報告書」を確認票により発注者が確
認する。

　現場におけるＴＬＳの測定精度を確認するために、現
場に設置した２箇所以上の既知点を使用し、既知点間
の距離Ｌを比較し精度確認試験を行う。

施工計画書　記載事例
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精度確認試験結果報告書とポイント

精度確認試験結果報告書

３次元起工測量を
実施する対象機器

３次元起工測量の
座標値確認に使用
する機器

測定日，天候，測定
者，場所

ＴＳとTLSにより求めた
座標値の差
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精度確認試験結果報告書とポイント

TSによる２点間の測量
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精度確認試験結果報告書とポイント

TLSによる２点間の測量
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精度確認試験結果報告書とポイント

２点間の確認

３次元計測技
術を用いた出
来形管理要領
（案）

参考資料-7 Ｔ
ＬＳの精度確
認試験実施手
順書及び試験
結果報告書　
抜粋
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３次元設計データチェックシートとポイント
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　受注者から提出された「３次元設計データチェック
シート」のチェック内容について、確認票により発注者
が確認する。

３次元設計データチェックシートのポイント

　設計データ作成ソフトから閲覧データの保存が可能
なため、データで確認することもできる。

施工計画書　記載事例
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３次元設計データチェックシートのポイント

86

発注者は、受注者のチェッ
クシートを確認する。



３次元設計データチェックシートのポイント

　ビューワーデータで、委
託成果と設計データの基
準点座標値が間違いない
か、確認する。

①基準点の確認
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３次元設計データチェックシートのポイント

　ビューワーデータで、委
託成果と設計データのＲ
等の曲線等の諸元・座標
値が間違いないか、確認
する。

②線形計算書との確認
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３次元設計データチェックシートのポイント

　ビューワーデータで、発
注図と設計データを重ね
合わせて食い違いがない
か、確認する。

③発注図と設計データとの重ね合わせ

設計データ

重ね合わせ

重ね合わせ(拡大)
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３次元設計データチェックシートのポイント

　ビューワーデータで、発
注図と設計データに食い
違いがないか、確認する。

④ＣＬ計画高等の抽出確認

発注図の縦断図

発注図の横断図

設計データの横断ビュー

FH＝
233.175

FH＝
233.175
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３次元設計データチェックシートのポイント

中心線形・横断
形状と３次元設
計データを重畳
(ちょうじょう)し、

同一性が確認
可能

⑤設計データの全体確認
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３次元設計データチェックシートのポイント

⑥施工箇所範囲の平面計画確認

No.21～No29+3

周辺地形は平地

左側路側の現道拡幅

工事内容
　左側盛土
　　　　大型ブロック積
　　　　用排水工事
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３次元設計データチェックシートのポイント

⑦施工箇所範囲の設計データの平面ビュー

起点側

終点側
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３次元設計データチェックシートのポイント

⑦施工箇所範囲の設計データの平面ビュー

起点側

終点側
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３次元設計データチェックシートのポイント

⑧施工箇所範囲の縦断計画確認

No.21～No29+3

計画高は現況合わせ

起点側が高い
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３次元設計データチェックシートのポイント

⑨施工箇所範囲の設計データの縦断ビュー

起点側

終点側
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３次元設計データチェックシートのポイント

⑩施工箇所範囲の横断計画確認

平地での施工であり、測点が変わっても構造は同じ
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３次元設計データチェックシートのポイント

⑪施工箇所範囲の設計データの横断ビュー

Ｒ側Ｌ側
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３次元設計データチェックシートのポイント

⑫設計データのビューワーソフト

発注図

数値情報

設計ﾃﾞｰﾀ

実際に操作をしますので、ご覧ください
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３次元設計データを活用した段階確認の例
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３次元設計データを活用した段階確認の例

出来形確認に使用する測量機器例

県内建設業者の多くが保有している。

ＴＯＰＣＯＮ　杭ナビ　ＬＮ－１５０ カタログ　抜粋
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３次元設計データを活用した段階確認の例

Φ600の暗渠工の床堀確認

掘削・盛土の土工の出来形確認以外でも、
排水構造物等にも活用可能
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３次元設計データを活用した段階確認の例

測量端末の表示例

床堀中心より右へ10.6cmの位置
計画高より1.4cm高い

＜受発注者双方のメリット＞
　計算が不要(計算ミスをしない)
　野帳の記入が不要
　測量補助員（箱尺持ち）が省略
　気になる場所を任意で確認が可能
　検測時に仕上がりイメージが見える
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ＩＣＴ施工・ＩＣＴ出来形管理について
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ＩＣＴ施工・ＩＣＴ出来形管理について

　施工計画書に記載された施工方法を基に、施工現
場にてＩＣＴ建機の稼働状況、ＩＣＴ施工環境等の確認を
行う。

　また、受注者が実施するＩＣＴ建機の精度管理や日常
点検の実施状況についても、発注者にて確認を行う。
　「バケット位置の取得精度記録シート」を作成して現
場事務所に保管する。
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ＩＣＴ施工・ＩＣＴ出来形管理について

　日常点検として、チェックシートに記載した項目につ
いて作業開始前に確認し、チェックシート等に記録する。
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ＩＣＴ施工・ＩＣＴ出来形管理について

　受注者が実施する３次元出来形管理については、計
測性能及び測定精度の確認を行い、出来形管理資料
として作成される出来形管理図表（ヒートマップ）にて
出来形評価（規格値以内）の確認を行う。
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ＩＣＴ施工・ＩＣＴ出来形管理について
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検査要領



書類検査

110

〇出来形管理に係わる施工計画書の記載内容

〇設計図書の３次元化に係わる確認

〇工事基準点等の測量結果等

〇３次元設計データチェックシートの確認

〇出来形管理に係わる精度確認試験結果報告書の確認



現地検測ｲﾒｰｼﾞ
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